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電話：042-543-1523 
FAX：042-542-8002 
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お問い合わせ 

＊昭島市郷土資料室・郷土資料展示室 

住 所 〒196-0012 昭島市つつじが丘3-3-1５ アキシマエンシス内 

ＴＥＬ 042-543-1523 （市民図書館共通） 

ＦＡＸ 042-542-8002 （市民図書館共通） 

ホームページ  https://www.akishimaensis.jp/guide/heritage_list.html 

＊昭島市教育委員会 生涯学習部 アキシマエンシス管理課 文化財係 

    住 所 上記に同じ 

TEL 042-519-5717 

ＦＡＸ 042-519-7456 

 

開室時間 

＊ 郷土資料室             ＊ 郷土資料展示室 
火～金    午前 10時～午後８時         火～日・祝  午前 10時～午後５時 

土・日・祝  午前 10時～午後６時         郷土資料展示室見学の際は 

郷土資料室スタッフにお声がけください。 

休室日 

月曜日(祝日の場合は、翌平日)、年末年始 

郷土資料室利用案内 

編集後記 

 秋号（通巻第 7 号）を手にとってみていただきありがとうございます。次号は、祭礼

展示と関連する資料をご紹介する予定です。お楽しみに！    （学芸員 尾﨑） 

＊ JR 青梅線昭島駅、中神駅より徒歩 10 分 

＊ 立川バス（昭 21・22・23・24・26 系統）「昭島市民会館」より徒歩５分 

＊ A バス 北ルート「アキシマエンシス」下車すぐ 

イベント案
あん

内
ない

・お知らせ 

「化石調
ちょう

査
さ

相談サービス」 

新型コロナウイルス感染
かんせん

拡
かく

大
だい

防止のため、ご協
きょう

力
りょく

をお願いいたします 

アキシマエンシス 

企画展：「～化石が語る多
た

摩
ま

川
がわ

の海水魚!?～ギョッ!?とするような魚たち」 

〇多摩川流
りゅう

域
いき

の地
ち

層
そう

でみつかった海水魚の化石を展示します。開催期間中の毎週日曜日午後２時

より、専
せん

門
もん

の学
がく

芸
げい

員
いん

が解
かい

説
せつ

を行うギャラリートークも開催します（申
もう

し込
こ

み不
ふ

要
よう

/無
む

料
りょう

）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

昭島市周
しゅう

辺
へん

の多摩川流域に広がる上総層群（約 200 万年前～140 万年前）という地
ち

層
そう

からは、 

アキシマクジラや貝など、かつて浅
あさ

い海に生きていた生物が化石として多くみつかっています。 

今回は、その中でも近年発
はっ

見
けん

例
れい

が多い海水魚の化石について紹
しょう

介
かい

します。（学芸員 尾﨑） 

                            

〇 多摩川流域の海水魚化石 

これまで、多摩川流域の地層から産
さん

出
しゅつ

する魚の化石は背
せ

骨
ぼね

や歯
は

の一部などの断
だん

片
ぺん

的
てき

な化石のみが 

知られていました。しかし、2019 年以降になると、ほぼ全身の骨が残されている保
ほ

存
ぞん

状
じょう

態
たい

のよい 

化石などが、各
かく

地
ち

で相次いでみつかるようになってきました（図１）。これらの保存状態のよい化石の 

詳
くわ

しい種
しゅ

類
るい

について専
せん

門
もん

の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

と共
きょう

同
どう

で調
ちょう

査
さ

をすすめた結
けっ

果
か

、スズキ、ニシン、ボラなど、 

現在の日本近海によくみられる魚であることが明らかになってきました（福嶋，2019；尾﨑ほか， 

2021；宮田ほか，2022）。 

これらの魚の化石は、約 200 万年前には、現在
げんざい

の日本近海に生息する魚の生
せい

態
たい

系
けい

に通じる基
き

盤
ばん

 

が出来つつあったことを示しています。また、発見された魚の化石の中には世界的
てき

にも産出例が 

少ない貴重
きちょう

な化石もみられ、多摩川流域の上総層群は日本有数の魚類化石の産地になりつつあります。 

 現在は、魚の化石を含
ふく

めた 1000 点以
い

上
じょう

の化石標本
ひょうほん

（2022 年 11 月現在）に収蔵
しゅうぞう

番号（LMA）を 

つけて適
てき

切
せつ

な保
ほ

管
かん

と活用に努
つと

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつて、日
にっ

光
こう

街
かい

道
どう

の宿
しゅく

場
ば

町
まち

であった拝島村
はいじまむら

には人力車の組合がありました。 

今回は、明治 14 年（1881 年）に拝島村の人力車の組合から当時の神奈川県警
けい

察
さつ

本
ほん

署
しょ

へ提
てい

出
しゅつ

された「人力

車乃挽夫営業者申合規定書」の内、第十条
じょう

と第十一条を抜
ばっ

粋
すい

して紹
しょう

介
かい

します。（学芸員 末廣） 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「挽夫」とは、人力車をひく車
しゃ

夫
ふ

のことです。文
もん

書
じょ

の末
まつ

尾
び

に朱
しゅ

墨
ぼく

で「本署第千弐百八十一号 書面ノ趣認可

條申出ノ各項各守可致候事 明治十四年十一月十日 神奈川縣警察本署」の記
き

述
じゅつ

があり、神奈川県警察本署

に提出され、認
にん

可
か

された文書であることが分かります。 

本
ほん

資
し

料
りょう

の第十条は人力車組合に所
しょ

属
ぞく

する営
えい

業
ぎょう

者
しゃ

が人力車の車夫を雇
やと

い営業を行う場合、雇われた車夫も

鑑札
かんさつ

（人力車の営業許
きょ

可
か

証
しょう

）を取
しゅ

得
とく

することを定めています。 

現
げん

代
だい

では、道路交通法
ほう

第八十六条において、旅客自動車を旅客自動車運送事業に係
かかわ

る旅客を運送する目
もく

的
てき

で運転しようとする者には、自動車の種
しゅ

類
るい

に応
おう

じた第
だい

二
に

種
しゅ

免
めん

許
きょ

を取得することが定められています。 

本資料の第十一条は人力車の所有者の住所、氏名
し め い

、営業鑑札の番号を記
き

載
さい

した木の板を車体の見やすい位
い

置
ち

に取り付けることを定めています。 

現代では、旅客自動車運送事業運
うん

輸
ゆ

規
き

則
そく

第四十二条において、旅客自動車運送事業者は、事業用自動車内

に、事業者の氏名又は名称
めいしょう

、運転者や乗務員
じょうむいん

の氏名及び自動車登
とう

録
ろく

番号を旅客に見やすいように掲
けい

示
じ

するこ

とが定められています。 

本資料はおよそ 140 年前に作成されたものですが、現代の旅客自動車運送に関
かん

する法
ほう

律
りつ

や規則に類
るい

似
じ

した

規則が定められていることが分かります。 

上総
か ず さ

層
そう

群
ぐん

の魚類化石 

昭島市教育委員会所
しょ

蔵
ぞう

文
もん

書
じょ

 

「人力車乃挽夫営業者申合規定書」明治 14 年（1881 年） 

３ ２ 

参考資料 
・ 福嶋，2019，公益財団法人 東急財団，p. 116-118 

・ 尾﨑ほか，2021，日本古生物学会 2021 年年会予稿集，p.14 

・ 宮田ほか，2022，日本地質学会第 129 回学術大会要旨集，G9-P-5 

 

多
た

摩
ま

川
がわ

から海水魚の化石！？ 

現
代
語
訳 

第
十
条 

人
を
雇
用
し
て
い
る
営
業
者
は
、
雇
用
し
て
い
る
人
の
氏
名
を
申

し
出
て
鑑
札
を
取
得
す
る
こ
と 

た
だ
し
、
雇
用
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
の
全
責
任
は
雇
用
主
に
あ

た
る
営
業
者
が
負
う
も
の
と
す
る 

第
十
一
条 

人
力
車
の
車
体
の
う
ち
、
人
々
の
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
、
人
力
車

の
持
ち
主
の
住
所
、
氏
名
、
営
業
鑑
札
の
番
号
を
記
載
し
た
木
札
を
設

置
す
る
こ
と 

た
だ
し
、
木
札
の
大
き
さ
は
縦
三
寸
五
分
（
お
よ
そ1

0
.6

cm

）、
横

三
寸
（
お
よ
そ9

.1
cm

）
と
定
め
る 

書
き
下
し 

第
拾
條 

一 

各
営
業
者
雇
人
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
雇
人
ノ
氏
名
ヲ
申 

出
鑑
札
ヲ
受
ク
ヘ
キ
叓 

但
シ
雇
人
ノ
事
項
ハ
凡
テ
雇
主
ノ
責
ニ
任
ス
可
シ 

第
拾
壱
條 

一 

各
車
中
衆
庶
ノ
観
易
キ
所
ヘ
持
主
ノ
住
所
氏
名
及
ヒ 

其
営
業
鑑
札
ノ
番
号
𪜈
記
載
シ
打
チ
付
ケ
置
ヘ
キ
ヿ 

但
其
木
札
寸
法
ハ
縦
三
寸
五
分
横
三
寸
ト
定
ム 

図１ 東京都西部における多摩川流
りゅう

域
いき

の主な海水魚の化石産
さん

地
ち

 


